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HPのQR

サッポロビール博物館 【地図】A-4

　札幌の赤レンガ建築を代表する建物で、明治23（18
90）年に建設。当時は札幌製糖会社の工場でした。
明治38（1905）年から昭和40（1965）年まで、ビー
ルの原料である麦芽を作る製麦工場として使用。昭和
41（1966）サッポロビール園・開拓使麦酒記念館とし
てオープン。昭和62（1987）年に「サッポロビール博物
館」として改装。
　平成28（2016）年に内部がリニューアルされ、プレ
ミアムツアー（有料）では迫力の６Ｋワイドシアター
で見る開拓期の麦酒づくりをめぐるストーリーや開業
当時のレシピを基に再現した復刻札幌製麦酒のテイス
ティングなどが体験できます。

札幌いま・むかし探検ひろば(丘珠空港ビル２階) 【地図】B-2

空港利用者をはじめ、社会科見学の小学生や市民の皆さん
に、札幌の魅力について知ってもらいたいと、平成23（2011）
年に設置されました。札幌市の発展過程や丘珠空港、丘珠地
区のあゆみなどを写真と映像で知ることができます。

北7条東9丁目1-1　TEL011-748-1876
中央バス「サッポロビール園」下車徒歩1分
地下鉄東豊線「東区役所前駅」4番出口徒歩10分
利用時間：午前11時～午後6時（最終入館午後5時30分）
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌火曜日）、
　　　　年末年始、臨時休館日
HP　www.sapporobeer.jp/brewery/s_museum/index.html

丘珠町丘珠空港内　TEL011-785-7871
地下鉄東豊線「栄町駅」２番出口徒歩20分
中央バス「丘珠空港」または「北37条東21」下車
北都交通「丘珠空港」下車（夏期は札幌駅前間、冬季は地下鉄栄町駅間で運行）
利用時間：午前6時30分～午後7時
 　　　　（※フライトスケジュールなどにより変更となる場合あり。）
HP　www.okadama-airport.co.jp/info/imamukashi/
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歴史 を た ど る
R E K I S H I  WO  T A DO R U ３ 札幌村郷土記念館 【地図】B-4

　慶応2（1866）年、幕府の命を受けた東区開拓の祖・大友亀太郎が農家8戸とともに入植
したのが旧札幌村の始まりで、明治以後の札幌開拓の先駆的な役割を果たしました。この
記念館は「史跡」に指定されている亀太郎の役宅跡地に建てられたもので、昭和52（1977）
年4月に開館。旧札幌村にまつわる古文書や農機具、生活用具などの資料が展示されており、
これらの展示品は、昭和62（1987）年に札幌市有形文化財に指定されています。
　また、記念館前庭には、「大友亀太郎役宅跡」碑や明治天皇行幸記念碑とともに、札幌
黄の生みの親ウィリアム・ペン・ブルックス博士顕彰碑、札幌玉葱記念碑が建てられています。
札幌玉葱記念碑には、「わが國の玉葱栽培この地にはじまる」の碑文が刻まれており、
かつて元村と呼ばれたこの辺り一帯が、日本におけるタマネギ栽培発祥の地であるとい
う貴重な「証」となっています。

HPのQR北13条東16丁目2－6　電話011－782－2294
地下鉄東豊線「環状通東駅」4番出口徒歩3分
中央バス「環状通東駅」下車徒歩4分
利用時間：午前10時から午後4時（入館は午後3時30分まで）
休館日：月曜・祝日の翌日・年末年始（12月29日～1月5日）
http://tappy.tukusi.ne.jp/kinenkan/sapporomura.html
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所在地・アクセス
北14条東15丁目4-30（本龍寺境内）
地下鉄東豊線「環状通東駅」4番出口徒歩3分
中央バス「環状通東駅」下車徒歩3分
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北９条東13丁目１-１　TEL011-721-5105
JR「苗穂駅」徒歩10分
地下鉄東豊線「東区役所前駅」１番出口徒歩12分
中央バス「アリオ札幌」または「苗穂工場」下車徒歩4分
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在休館中。

北5条東13丁目（JR北海道苗穂工場内）　TEL011-721-6624
ＪＲ「苗穂駅」（北口）より徒歩15分
中央バス「苗穂工場」下車徒歩5分
利用時間：第2・第4土曜の午後1時30分～午後4時
HP www.jrh-zaidan.or.jp/

　創業50周年を記念して昭和52（1977）
年に開館。実際に使用されていた古い
機械類や、現在の製造工程のミニチュア
模型、乳製品に関する貴重な史料など
約850点を展示しています。
　隣接する札幌工場では牛乳の製造室
を窓越しに見学することができます。
　見学内容は歴史館と工場見学がセット
のツアーで所要時間は約60分。
　見学の際には前日までに予約が必要
です。
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　慶応4（1867）年、大友亀太郎が村の鎮守と
して建立しました。札幌開拓の霊場です。
五穀豊穣と村の鎮守を願う妙見堂のお祭り
「妙見尊大祭」は札幌のお寺の祭りの中でも最
も古い歴史を誇り、平成23（2011）年より、妙見
尊大祭は世代交代もあり、妙見尊御縁日正当
祈願祈祷会として、7月第3週の
週末午後1時より妙見堂にて行わ
れています。
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　丘珠を築いた人たちの労苦と歴史を伝承するため、昭和62（1987）年10月に
開校110周年記念行事の一環として設置されました。展示されている600点に及
ぶ資料は、地域の方から提供されたもの。
平成14（2002）年3月に現在の校舎に移転
した際に卒業生らが作成した、創立当時の
「旧校舎」と、移転前の「前校舎」の模型も
展示されています。

　昔の学校生活の様子を形に残し後世に伝えたいと、
昭和55（1980）年9月に新校舎を落成した際、昭和12
（1937）年に建設された旧校舎の一部を使用して
開館しました。館内の廊下には、木造校舎で学んだ
児童の図画、習字が展示されているほか、資料室で
は昔の学校用具や放送機器
などが見られます。また、木製の
いすと机が並べられた教室も
残されており、古い小学校の
面影をたどることができます。

　JR苗穂工場の敷地内にある明治
末期に建設されたレンガ造りの建
物の内部に、北海道初のリゾート
列車「アルファコンチネンタルエ
クスプレス」の先頭部分やHOゲー
ジジオラマ模型運転シミュレーター
「振り子でトライ」など、鉄道に
関する多くの資料が展示されてい
ます。苗穂工場は、110年以上に
わたり車両の点検、製造、修繕を
行って、北海道の鉄道を支えてき
ました。

苗穂町6丁目1-1　 TEL011-704-2329
中央バス「北6東19」下車徒歩8分　
利用時間：午前9時～11時　午後1時～3時30分
休館日：土・日・祝日・年末年始
特別休館日の場合がありますので必ず事前にお電話でお問い合わせください。
www.meg-snow.com/

丘珠町593（丘珠小学校内）　TEL011-781-7753
中央バス「丘珠中学校」下車徒歩2分
小学校の休日は休館
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